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概要 
生成文法理論では，人間言語が呈する構造は，併合（merge）を回帰的に適用することにより生成される，と考えられて

いる（Chomsky 2010）．この操作は，語彙項目（形態素）を対象に行われ，音韻的範疇はその対象とは見做されてこなかっ
た．これは，複数の分節音が線的に並べられたもの，もしくはその線的に並べられた分節音の連続を基盤として構築され
たものが音韻構造である，と考えられてきたからである．よって，多くの研究において，統語構造と音韻構造は，本質的
に異なるとされてきた（Bromberger & Hallle 1989 他）． 

これに対し，Nasukawa（2017a）では，今まで形態素を構成すると考えられてきた音韻範疇の種類と数が精緻に見直され，
音韻構造も，音韻的範疇を対象とし併合が回帰的に適用されることで構築される，と主張されている．この音韻系におけ
る階層構造の構築は、形態素を語彙化する際に実行されると考えられている．本コロキアムでは，併合による音韻構造構
築過程，および，階層構造を外在化する仕組みを，いくつかの音韻現象の分析を通して論じる（Nasukawa 2017bc）． 

第1 日目   

言語機能における音韻系の位置づけ 
統語演算系は，語彙項目だけでなく，（今まで統語演算系において不可視であると見做されてきた）音韻範疇も回帰的併

合の対象と考える根拠を論じる． 

併合の対象となる音韻範疇 
次に，併合の対象となる音韻範疇（素性，音節，等）について論じると同時に，それらの範疇同士が併合されることで，

どのような音韻構造が構築されるかについて論じる． 

第2 日目   

階層構造の外在化 
併合により構築される音韻階層構造の外在化の仕組みを，範疇間の卓立・非卓立関係と線形化の観点から論じる．形態・

統語構造の外在化についても触れる． 

音韻階層構造を用いた音韻現象の分析 
併合により構築される音韻階層構造を用いて，長年問題視されてきた音韻現象（母音弱化と子音軟化等）を分析し，そ

の妥当性を論じる． 
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